
 

令和５年度 岡山県立勝山高等学校 普通科（蒜山校地） 

連携型中高一貫教育に係る入学者選抜 

選択実施する検査（小論文） （４０分） 

 

【小論文検査の受け方】 

 

１ 「始めなさい。」の指示があるまで，問題を見てはいけません。 

 

２ 指示があったら，解答用紙と問題用紙を全部調べなさい。解答用紙は１枚（オモテだけ

に印刷されている），問題用紙は 5 ページあります。もし，足りなかったり，やぶれて

いたり，印刷のわるいところがあったりした場合は，手をあげて監督の先生に言いなさ

い。そのあと，指示に従って解答用紙に受検番号を書き入れてから始めなさい。 

 

３ 答えが解答欄の外にはみ出したり，アかイかよくわからない記号を書いたりすると，誤

答として採点されることがあります。 

 

４ 小論文は問題文にしたがって，解答用紙の枠内にヨコ書きで書きなさい。（ ）などの

記号や句読点も１マス使いなさい。 

 

５ 解答用紙の上側に印刷してある         には何も書いてはいけません。 

 

６ メモなどには，問題用紙の余白を利用しなさい。 

 

７ 「やめなさい。」の指示があったら，すぐに書くのをやめ，解答用紙を机の上に広げて

置きなさい。小論文検査の受け方と問題用紙は持ち帰りなさい。 

 

８ 解答用紙は，検査室からいっさい持ち出してはいけません。 

 

９ 受検票，筆記用具（鉛筆・鉛筆けずり・シャープペンシル・シャープペンシルの芯・消

しゴム），時計以外は，机の上に出してはいけません。 

 

 

 

 

 

※ 



 

 

令和５年度 岡山県立勝山高等学校 普通科（蒜山校地） 

特別入学者選抜 

選択実施する検査（小論文） 

 

次の会話文，文章，及び資料を読んで，後の問いに答えなさい。 

 

磯野
い そ の

さん・中島
なかじま

さん・早川
はやかわ

さん・花沢
はなざわ

さんたち 4 人は，「総合的な探究の時間」で何に取

り組むか，グループで相談をしています。 

 

磯野 この間，テレビのニュースで「山焼

き」のことを放送してたけど，見た？ 

中島 見た見た。すごい迫力だったよね。 

早川 でも，どうしてこんなことするのか

な？環境には良くない気がするけ

ど。 

中島 環境に良くないって，どうして？ 

早川 ① ものが燃えると二酸化炭素が出

るじゃない？二酸化炭素は温室効果

ガスって言われるよね。 

中島 なるほど。 

花沢 ホームページを見たら，こんなことが書いてあったよ。 

【資料Ⅰ】 

私たちの住む地域では，800 年ほど前からこの地に暮らす人々によって「山焼き」が行

われてきました。 

火を入れることでキキョウやサクラソウの群落，フサヒゲルリカミキリといった希少

種をはじめ，多様な動植物が生息する草原が保たれるだけでなく，山焼きが続けられる

ことで『草原のある風景』が残り，高原の美しい自然景観が維持されてきました。 

茅葺
か や ぶ

き屋根の材料に使うススキなど，② かつて人々は草原から生活に必要な資源を得

ていましたが，生活環境の変化などから，山焼きが行われる面積はだんだん減少してい

ます。 

継続的な山焼きを行うため，ボランティア団体である「山焼き隊」により，春の山焼き

や秋の防火帯づくり等，地道な活動が続けられています。  

(真庭観光局「真庭観光 web」より https://www.maniwa.or.jp/web/?c=spot-2&pk=3433) 

真庭観光局「真庭観光 web」より 

https://www.maniwa.or.jp/web/?c=spot-2&pk=3433 
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磯野 これ，どこなの？ 

花沢 うーん…このあたりだね。 

【地図】 ※「山焼き」を行う地域を含む国土地理院発行 2 万５千分の１地形図 

早川 なるほど。山焼きをすることで，色々な動植物が生育しやすい環境になるんだね。 

中島 自然そのままじゃなくて，人間の手が入ることで守られる生態系もあるんだ。 

磯野 うーん，人間の手で守られる，というより，人間も生態系の一部だって考えた方がい

い気がする。 

中島 生態系から外れてしまうんじゃなくて，その中で必要な資源を得て，有効に活用して

いくっていうことかな。 

早川 それを「循環型社会」って言うんだったよね。 

中島 「循環型社会」か…江戸時代って，けっこうそんな社会だったって，聞いたことがあ

るなあ。 

花沢 調べてみようか。…こんなのがあったよ。(【資料Ⅱ】) 

早川 へぇ，江戸時代って，こんな感じだったんだ。 

中島 ③ 今の私たちが，アルミ缶とかペットボトル，古新聞なんかを「リサイクル」するの

とは，ちょっと違うね。 

磯野 山焼きも，昔から行われているものだから，必要な資源を得て，それもまた最後には

自然に帰っていくんだ。 

花沢 じゃあ，「総合的な探究の時間」の，うちのグループの研究テーマは，「循環型社会」

にしてみない？  
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【資料Ⅱ】 江戸時代の人々の取組 

 

江戸時代の人々は，「もったいない」のこころをも

って，様々な物を大切に使用していました。これ

は，現代社会で循環型社会に向けた取組を進める上

でも参考になります。例えば，江戸の都市では，

1000 に及ぶ組織がリサイクルを生業
なりわい

として働いてい

たといわれる例にも見られるように，士農工商それ

ぞれに，循環型社会に通じる動きがみられました。  

江戸の武士を象徴する「質素倹約」という表現は，

武士が物を無駄に使わずに生活していた様子を伺わ

せます。当時の武士の生活の心得を説いた『経済随筆』では，「衣服を購入するさい

には家族で同じ柄の服を購入し，後々つぎはぎしながら使うと良い」，「使えなくな

った糸くずは灯心
とうしん

※１用に使える」といった「もったいない」の知恵が紹介されていま

す。 

また，武士や治世者が「もったいない」を奨励して

いることがわかる資料としては，伊予・宇和島地方の

中世の武将が描いた『清
せい

良記
りょうき

』などがあり，領民のし

尿の有効活用を説いています。 

さらに彦根城のように，天守や櫓
やぐら

，城壁など，建

設材料の一部を再生利用品でまかなったような「もっ

たいない」でできた城もあり，その様子は今も残され

ています。 

また，当時の農民は，稲作を中心としており，生

活用具も稲作から派生した道具が多く見られます。例えば米の収穫の後に残された

稲わらは，現代においても肥飼料として有効活用されていますが，江戸時代におい

ては，「衣食住」を彩
いろど

る必需品として，あらゆる場面で活用されていました。「衣」

では編
あみ

笠
がさ

，蓑
みの

，藁
わら

草履
ぞ う り

，「食」では米俵，糸引き納豆を作る藁苞
わらづと

，家畜のえさとして

の藁，「住」では正月のしめ飾りなど様々な藁細工，草葺
く さ ぶ

き屋根，むしろ※２など多

様な用途がありました。さらに，使われ終わったこれらの生活用品は，捨てられて

もなお農民の手で集められて肥料として活かされていました。 

（「平成 20 年 環境／循環型社会白書」 環境省 

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h20/html/hj08010202.html#n1_4_2_1） 

 

※１ 灯心…灯油にひたして火をともすもの。 

※２ むしろ…い草・がま・わら・竹などで編んだ敷物の総称 

古着屋 出典：「江戸職人歌合」 

街道沿いに捨ててある草鞋（わ

らじ） 

出典：「江戸名所図会」 
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【資料Ⅲ】 3R と呼ばれる消費者の行動 

 

 １  リデュース Reduce 

 必要な分だけ買う。 

 詰め替え製品を選ぶ。 

 過剰な包装は断る。 

 買い物袋(エコバッグ)を持参する。 

 長く使えるものを選び，大切に使う。 

 ２  リユース Reuse 

 使えるものは，捨てずに繰り返し使う。 

 リサイクル商品や不用品交換を利用する。 

 ３  リサイクル Recycle 

 資源ごみの分別収集に協力する。 

 リサイクル製品を利用する 

 

 

 

問１ 傍線部①について，次のア～オの物質のうち，燃焼した後に二酸化炭素が発生するも

のには○，しないものには×を，それぞれ解答欄に記入しなさい。 

 

ア スチールウール（鉄） 

イ 木材 

ウ 水素 

エ 紙 

オ プラスチック 

 

 

資 源 

廃 棄 

消 費 ・ 使 用 

生 産 



 

 

 

問２ 次の文は，磯野さんたちが【地図】の地域を歩いて調べた内容です。それぞれ【地図】の

地点 A～地点 D のいずれかに当てはまりますが，地点 C を歩いたときの文章として，

最も適切なものをア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

 

ア 国道沿いに北西方向に歩くと，進行方向の右手には標高差５０ｍ位の斜面が続い

ていた。 

イ 緩やかな谷を北に向かう。針葉樹林がまばらに点在するなかを西へ行くと，台地

の上に出て，畑が広がっていた。 

ウ 幅の広い道路から西に，谷に沿った道をいくと，川沿いには二基のえん堤があっ

た。谷川を渡って急斜面を上ると台地上に出た。 

エ 国道から南に荒れた田んぼを横切ると，山の中に道が入っていった。広葉樹林の

中を進んだら，坂を登り切ったあたりから畑が広がっていた。 

 

問３ 傍線部②について，日本の伝統的な衣・食・住文化の中で，草原だけでなく広く自然

の中から，必要な資源・素材・食材等を得ていたと考えられるものを，「茅を屋根の

材料にしていた」こと以外に一つ，答えなさい。 

 

問４ 傍線部③について，江戸時代の「循環型社会」の特質について，【資料Ⅱ】及び【資料Ⅲ】

を参考にして簡単に述べなさい。 

 

問５ 「循環型社会」を推進するために，あなたができることは何ですか。具体的な行動を

1 つ挙げ，それが「循環型社会」の実現につながると考えた理由を，後に示した条件

に従って書きなさい。 

   《条件》 

1. 400 字以内で書くこと。 

2. 段落のはじめは 1 マス空けること。 

3. 第 1 段落で「あなたができること」を，具体的な行動を示して，明確かつ簡潔

に述べること。 

4. 第 2 段落で，「循環型社会」の実現につながると考えた「理由」を，できるだ

け詳しく書くこと。 
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